
期待される効果
▪ システム思考が社会変革に取り組むにあたりなぜ重要な

のか、求められているのかを理解できる
▪ システム思考のプロセスに従い、社会課題の観察・分析を

進め、構造・仕組みそのものを変容する視点を養う
▪ 実課題の複雑性を理解し、本質的な理解を深め、視野を

広げる

コースの3つの特徴
１. 「システム原型」でステークホルダーのエンゲージメントを高める
システム原型は、複雑で長期間の訓練を必要とするシステム・モデリ
ングに比べ、比較的少ない訓練で一般のビジネスパーソン、非営利
団体職員、市民らがシステムに関する理解や会話を促すツールとし
て広く世界に普及しました。代表的な原型の5つをクローズアップし
てその活用法を紹介します。組織や利害関係者の文脈で使い勝手の
よいシステム原型を、いかに表面的な議論に終わらせずに活用する
かを実践者から学べます。

２．社会変革文脈でのシステム思考の活用
ストロー氏の『社会変革のためのシステム思考実践ガイド』では、社
会システムという複雑性が際立った環境の中で、システム思考をい
かに実践するかという基本的な考え方、ツール、実践事例を豊富に
集めたものです。システム的に利害関係者を集め、そしてシステム的
に共に考えるプロセスを経て、未来に向けて有用な社会価値・アウト
カムの共創を目指すことを提唱します。加えて、チェンジ・エージェン
ト社がファシリテーションを行った日本国内での実践例も紹介して、
日本での社会変革の推進、社会的インパクトの創造・共創の基盤づ
くりをより身近にイメージしやすくすることを目指します。

３．システムの変容を促すリーダーシップについて学ぶ
ピーター・センゲ氏が『学習する組織』で提唱するのは、5つのディシ
プリンを状況によって使い分けるということではなく、それらのディシ
プリンを統合して実践することにあると言えるでしょう。本セミナーで
は、「4段階の変革プロセス」を通じて、利害関係者たちが対話のため
に集い、システム思考、メンタル・モデル、自己マスタリーのディシプリ
ンを組み入れ、ビジョンの構築へとつなげる一連の流れを紹介しま
す。また、システム思考の認知的側面、つまり「気づき、考える」だけで
なく、システムの変容を促すリーダーシップに必要となる感情的、行
動的、精神的な側面についても学ぶことで、参加者の実践の質と効果
を高めることを狙います。

プログラム
▪ 導入／概要
▪ なぜ善意だけでは不十分なのか
▪ 従来型の思考とシステム思考の違い
▪ 氷山モデル（事例：ホームレス問題）
▪ システムの基本言語
▪ システム原型（1）「うまくいかない解決策」「問題のすり替わり」
▪メンタル・モデルのパワー
▪レバレッジ・ポイントを見いだす
▪ システム原型（2）「成長の限界」「予期せぬ敵対関係」「強者はま

すます強く」他
▪ システム変容「4段階の変革プロセス」
▪ システム・リーダーシップの4つの側面―認知、感情、行動、精神
▪まとめ／振り返り

　　　（プログラムは予定です。セミナーの効果を高めるため一部変更となる場合があります。）

システム思考の要諦は相互のつながりに関する「ものの見方」にあります。今までのものの見方や枠組みで行き詰まっ
ている際に、大局、全体像、根本を見いだせるように飽くなき観察を通じてシステム的な洞察を得て、新しい視点や知識
を創造していきます。システム思考による現状分析とレバレッジの探求、利害関係者を巻き込んだ学習プロセス、そして
創り出したい未来像を共有してそれぞれの役割を果たすアプローチを織り込むことで、より効果的に望ましい変化を自
ら創り出していくことができると考えています。

参加費
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お申し込み・コース詳細
https://www.change-agent.jp/
products_services/leaders/
social_innovation/si��.html

対症療法や受け身の事後対策、場当たり的な反応をこえた とは？

限られたリソースでより大きく をもたらす働きかけを考えるには？

多様なステークホルダーと してよりよい成果を生み出すには？

プロセスの特徴
講義から、自組織の現状の課題やチャンスを見いだすために振り返る
形式で、基本的な理論、原則、手法の理解を深めます。
参加者と講師が全体で「学習する場」を形成し、現実の社会課題を選ん
でグループ単位で議論・検討します。最後にセミナー全体での発表・討
論する実践的な進め方を行います。

共通理解を生み、協働



システム思考 をソーシャルイノベーションに適用する

社会的インパクトの
基盤を築く

社会変革のための
システム思考

システム思考の基本と活用方法、事例を学ぶ
複雑な社会課題の構造を理解し、変容する視点を養う
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社会課題解決分野に焦点をあてたシステム思考の新コース
これまで幅広い応用可能な汎用的なシステム思考のセミナーを提供してきましたが、今回改めて社会課題
解決分野に焦点をあてた新コースを提供します。背景には、日本において、社会変革（ソーシャルイノベー
ション）あるいは社会的インパクトの創出について、NPOや行政のみならず、企業や金融機関の取り組みへ
の期待、機運が高まっていることがあります。システム思考の活用は広がりを見せていますが、構造を見立
てる、レバレッジを見抜くといったスキルや経験はまだ一部の人しか持ち合わせていないのが現状です。複
雑な社会システムのリタラシー、そしてシステム思考の実践応用には、方法論や実践の基本を抑えることが
必要ではないでしょうか。システム思考をすでに実践してきた方、学んだ方にもさらに学べることがありま
すが、初めての方にも学べるように設計しています。

東京都文京区内会場
（水道橋駅徒歩２分）

なぜ社会変革（ソーシャルイノベーション）にシステム思考が求められるのでしょうか？
社会課題はさまざまな関係者がそれぞれの目的や価値観で行動し、その複雑な絡み合いの中で生じます。
私たちの慣れ親しんだ「技術的な問題」のように捉えて善意で解決策を講じることは、せいぜい短期の成
果どまり、しばしば問題をさらに複雑化させることが多く見られます。システム思考を学ぶことは、組織や地
域の関係者間で、課題のもつシステムの複雑性についての共通理解を促し、望ましい未来に向けて適切な
ビジョン、戦略、行動及びマネジメント・システムの設計を可能にします。複雑系である社会や組織や人々の
中で仕事をする上で必須の21世紀型スキルの一つとも言えるのです。


